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はじめに

• 「Ⅰ.学生の視点からみた雲南大学とSDGs」
は、雲南大学日本語専攻3年生21名による
調査結果に基づいている。

• 「Ⅱ.SDGs人材育成と教育的アプローチ」に
関する内容は、雲南大学共青団委員会およ
び国際交流合作部門の公式ホームページに
掲載された記事を参照している。



Ⅰ．学生の視点からみた雲南大学とSDGs

（１）授業での発表の様子
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Ⅰ.学生の視点からみた雲南大学とSDGs

（２）学生作成スライド（例）

主要内容

A 引言：什公是SDGs?

核心板快ー：人オ培葬与全球

B 治理渫程

核心板快二：科学研究与技木

c 支樟

核心板挟三：緑色校因建没与

D 安践

E 
核心板快四： 国防合作与イ火伴

美系

恙結与展望

e 
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2 消除貧困
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4 J性別平等

5 院地生物

b 呼旺与偏号

什公是SDGs
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Ⅰ.学生の視点からみた雲南大学とSDGs

（３）学生の視点は以下の三点に集約される

① グリーンキャンパス・社会活動

② 研究・技術革新・社会貢献

③ 国際協力・地域連携



（1） グリーンキャンパス・社会活動

① 雲南大学における「グリーン大学」建設
主な施策

・グリーン管理：キャンパス運営にSDGs理念を
導入

・グリーン技術：節水・省エネ・再利用システ
ムの導入（例：スマートエネルギー・カーボン
プラットフォーム）

・グリーン文化：簡素で低炭素な持続可能な生
活様式の普及

関連SDGs
SDG 11：住み続けられるまちづ
くりを
SDG 12：つくる責任つかう責任
SDG 13：気候変動に具体的な対
策を

Ⅰ.学生の視点からみた雲南大学とSDGs



② グリーン・キャンパス取組成果

・呈貢キャンパスが国家級「水効率先導機関」、
「グリーン低炭素機関」に認定

＊ 中水循環・雨水利用・スマート監視で節水推進

＊大学のエネルギー使用量とCO₂排出量をリアルタ
イムでモニタリング

＊ カーボンニュートラル推進センターと管理プ
ラットフォームを設立

＊今後：雨水利用強化・太陽光発電導入で持続可能
なキャンパスモデルへ

（1） グリーンキャンパス・社会活動

云南大学（呈黄校区）茉荻国家公共机杓水奴領胞者及禄色低破

公共机拘双項茉誉

2024-09-03 

近期，云南大学呈黄校区因其在水奇源管理和生悉坪境保析方面的先近実

践，栄荻国家友展和改革委展会及国家机美事各苦理局共同授予的 “2024年国

家公共机杓水放頷砲者’'及‘‘緑色低瑛公共机杓’'丙項国家級栄誉。追一成就

不f又是云南大学在可持綾友展領域努力的体現，也力未来在坪保方面的尖践柑

立了典苑。



③ キャンパスの社会活動

（1） グリーンキャンパス・社会活動

＊ 動物保護活動

＊ SDGsに基づくジェンダー平

等・衛生支援活動
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雲南大学キャンパスで確認される鳥類（一部）
セグロセキレイ（Motacilla alba）
クロウタドリ（Turdus merula）
ヤツガシラ（Upupa epops）
シロガシラ（紅臀鵯）（Pycnonotus aurigaster）
キガシラシロガシラ（Pycnonotus xanthorrhous）
シメ属（黒頭蠟嘴雀）（Eophona migratoriaまたは
Eophona personata）
カワラヒワ属（燕雀）（Fringilla spp.）
クロムネツグミ（Turdus dissimilis）
アカガシラエナガ（Aegithalos concinnus）

雲南大学キャンパスの鳥類
・キャンパス内には鳥類の種類が豊富
・多様な鳥を観察することができる

※学生作成スライド



キャンパスの野良猫保護 ――— 学生による
『猫協会』を設立し保護活動を実施

※学生作成スライド



雲南大学は毎冬、ユリカモメの保護活動を学生とともに実施

※学生作成スライド

蒻以

？

ヽ

I

庁
＼
Jム

W
-

1

|

>

L̀
'
 

も

z
ふ
ィ



ジェンダー平等・衛生支援活動 ※学生作成スライド

了
哀
白
り
聾
塁

古
ヵ
Y

↓̀-.、̀

F

口

会

困

枷

矛
不
朽

不
滸
洟
千

双微1

涅―`
ーャ刀
-a 
沖

ー
ー、

J
1J

．曼，
密
尼
贔

喝

林

’

盆

心
ーf

梱

味

祉

/

.

i

#11
触

―

信

、

”

.]
楳

伏

：

ャ

加

繹

，
i



衛生支援活動——女性の生理用品を無料で提供 ※学生作成スライド
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ジェンダー平等― フェミニズムに関する読書会の開催 ※学生作成スライド

洋情 人貝 地址

振名肘i司

活劫肘i司

2020.11.03 12:30-2020.11.03 18:00 

2020.11.03 18:30-2020.11.03 20:00 

元 遍 3や

洋情

振名肘i司

活劫8寸i司

r:~ 

怜

2022.05.14 18:30-2022.05.16 18:0Q 

2022.05.16 19:00-2022.05.16 22:01 

◎ 

信息 人呉

人呉 地址

外国i吾学院団委学生会

外国涯学院．院系級．校院学生会坦択．学生会

地址

活劫級別 校級

本次渡お会活劫旨在通辺涸漠《明代姐女生活》，対

中国古代妃女的生活追行一直考察。卜人寺注子特定

領域的深入研究到更「｝乏的文学和文化探河，i上同

活劫級別 院系級

学ii]対明代妃女的生活追行更加細致的了解。

参与惹国 学校内

参与苑国 学院内

参与須知

活劫清個 不支持 活幼相芙信息及参与需求

二i果振名全校学生均可振名，先到先得。振名成功

活劫清椴 支持
振名人数 200 

活劫盗洵

者清加入QQ群： 7' ；舌幼盗洵
振名制：

振名先到先得，振名人数迭到預没的最大参与人

振名人数 40 
学分没置
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（２） SDGsに関する研究・技術革新・社会貢献

・ 多年生イネ研究：胡鳳益教授のチームが20年以上にわたり研究を継続し、すでに国内外

14か国に普及。食料安全保障と生態系保全に大きく貢献。

・ 高原湿地研究：衛星データを活用し、都市生態系の評価を実施。

・ 低炭素研究：「カーボンニュートラル革新センター」や「スマートエネルギー・カーボ

ン管理プラットフォーム」を拠点に、省エネと排出削減を推進。

・ 水土保持と農村振興：山地に適した土壌保持技術を開発し、農村振興に寄与。

＊ 農業・エネルギー・生態保護の三本柱を軸に、SDGsの実践的研究を展開して

いる。
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多年生稲研究の成果

・一度の栽培で多年収穫を可能にし、コ

スト削減・労働力不足を緩和

・土壌侵食防止・水資源節約・汚染削減

など生態的効果を発揮

・国内46万ムーで普及、14か国に展開し

食料安全保障に貢献

※学生作成スライド

YUNNAN UNIVERSITY 



高原湿地研究

雲南大学の研究チームは先進的な SDGSAT-1 衛星リモートセン

シングデータを活用し、昆明を研究対象地域として高原都

市湿地の生態系サービス価値を精密に評価している。

さらに、人為活動が湿地に与える影響を定量的に分

析し、「都市の肺」とも呼ばれる湿地の保護と再生

に科学的根拠を提供している。

この研究は SDG6（安全な水と衛生）および SDG11（持

続可能な都市とコミュニティ）の目標に直接貢献し

ている。

潅大
YUNNAN UNIVERSITY 
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※学生作成スライド



+

韓鵬研究員のチームは、気候スマート型農業の手法を通じて、農業のグリーン発
展に新たな方向性を示している。
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（３）国際協力・地域連携

・南アジア・東南アジア大学連盟を提案し、域内学術・人文交流
を強化
・国際会議の主催・参加：中国—ASEAN気候変動国際協力フォーラ
ムなど
・地域農業協力：多年生稲技術をアジア・アフリカへ展開
・中外学生の交流・共同調査：グローバル視野を実地で養成
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雲南大学農学院の師生は、一日の農作業を終え、電
動三輪車に揺られて宿舎へ帰途についた。

雲南大学は、中外大学生による夏季
社会実践団を組織し、中国―ラオス
鉄道沿線での実践活動を行った。
実践団は新平県の現代水土保持科学
技術拠点で土壌流失防止技術を学び、
西双版納の章朗村と曼拉村では、そ
れぞれブラウン族の「茶栽培による
致富」の経験と「多年生イネ」の栽
培技術を学んだ。今回の活動は、中
外学生が中国の科学技術の進歩と農
村発展を理解することを促し、中国
の農村発展経験の発信にも寄与した。

社会実践団
※学生作成スライド



農村部の教育支援活動

邢彬さん（M1）、2024年9月―2025年9月、雲南省臨滄県で一年間「支教」活動を行った。
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Ⅱ．雲南大学におけるSDGs人材育成と教育的アプローチ

（１）実践教育：「公益未来創想大賽」

学生チーム（3〜5人＋指導教員）

SDGs 5テーマに集中：

1. 優質教育（SDG4）

2. 体面労働と経済成長（SDG8）

3. 持続可能な都市と地域社会（SDG11）

4. 責任ある消費と生産（SDG12）

5. 気候変動対策（SDG13）

＊地域社区での実践を義務化



Ⅱ．雲南大学におけるSDGs人材育成と教育的アプローチ

（２）グローバルガバナンス証書課程

・グローバルガバナンス証書課程（全球ガバナンスに関す

る修了課程）を設置

コーネル大学、ロンドン大学、清華大学などの大学と連携

・学生が英語でSDGs関連科目を履修し、国際的視野を養成

・単位認定・証書授与制度

・「400の種子プロジェクト」：400名以上の学生がSDGsに

関するオンライン課程に参加

※人材育成をSDGs推進の基盤と位置づけ、教育を通じた持

続可能なリーダー育成を明確化

Main Interface 

-1-1-1 

-11-11-11-11-11-11 



グローバルガバナンス証書課程（ポスター）



おわりに
4つの柱で体系的にSDGsを推進

・教育（人材育成・グローバル課程）

・科研（農業・低炭素・生態）

・実践（グリーンキャンパス・社会活動）

・協力（国際ネットワークと地域連携）

＊特徴は、地域性（農業・山地生態・南アジア連携）と国際性
（海外大学との共同教育・研究）を両立している点。

＊総合的には教育・科研・実践・協力の四位一体アプローチと
表現可能



調査資料および参考文献：
雲南大学各学院・研究所の公式ホームページ

.



ご清聴ありがとうございました。

Thank you for your attention.
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PARTⅡ
雲南大学とSDGsの取り組み・展望

愛知大学国研客員研究員

雲南大学外国語学院教授

雲南大学日本語学部長

羅 椿詠

YUNNAN UNIVERSITY 

守澤百，哀 至疇ム~天~下



・1923年創立、豊かな教育・研究の伝統

・研究型総合大学（中国政府による重点大学育成計画「双一流」建設校）

・南アジア・東南アジアとの学術交流の拠点

雲南大学の概要



規模：29学院・7研究機関・教職員3,700名、学部生2万人・大学

院生約2万人・外国人留学生1000人余り

施設：2キャンパス、蔵書445万冊、専攻85（国家級47）

成果：多年生稲が『Science』雑誌に世界10大科学業績に選出、

ESI前1%学科12、国家基金採択数全国9位。

雲南大学の現状と研究成果



国家重点実験室：

雲南生物資源重点実験室、天然資源薬物化学重点

実験室、植生構造・機能・構築重点実験室、西南

国境生態安全重点実験室

研究院：

古生物研究院、生物多様性研究院、国際河川・安

全研究院、高原湖沼生態・ガバナンス研究院

・全国重点実験室を設置し、生態学・微生物学・資源環境分野などを牽引

・雲南の地域特性を活かした研究成果を国内外で発信

・世界の大学と協力し、SDGs課題（気候・食料・環境）に共同で取り組む。

実践事例：重点実験室・国際共同研究

R 巴吐竺竺2も た0.、さ．引｛⑲とユ R臼上I

2024中国資源循杯利用大会
基子破中和的資源循杯利用

主力皐位：中国E然資源学会資涵陽1不利月も止委昂会、云南大学、耐汗大学、天這大学

承刃単位：云梓」大字生否弓if境字院、口中大字白原湖泊生否弓治庄研究浣、

育汀大ず頃中和交又科学一心、雨万大学牙填科手与Tig学院、

毘明坦工大字杯填杞字与工は宇冴、

日arr物ピ石地諌化字字会生芯地遠化学寺止云員会、
江〒白汚よFI員生窓修只考止技木創町中心、

玉濱師万学『化学工切勺芥墳学咲、元潟守か渇F保科Ii版扮fi隈公司

剛量；戴籠
9 



双一流建設の深化

2030年までに第2期「双
一流」建設を通じて、学
科体系の最適化と研究力
の強化を図る。

重点分野の明確化

気候変動への対応、農業の持続
性、エネルギー転換など、SDGs
と直結する分野を重点に研究と
教育を発展させる。

教育と国際化

国際化人材育成を加速し、
南アジア・東南アジアとの
交流を基盤に、世界一流大
学への発展を目指す。

2030年までの計画
『雲南大学本科教育教学審査評価自評報告（2024）』より

’`  
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・「教育強国」建設の一翼を担う大学へ

・『新生態』人材養成システムをはじめ

とする新分野への取り組み

・ アジアにおける持続可能発展の知の

拠点へ

2030年以降の展望

「新生態」育人理念及育人システム

ヨ

＇ “新生恋育人＂

理念指引培葬

什公祥的人

以生恣思珪力

疇
指号，打破学

科壁至，培弄

腔任解決紅染

生可題
的知沢結杓造

配、理工技能

兼 、綜合素

界博雅的夏合

型人オ

ト郷誨“新生恣＂育人体痣怨公暉人：

寿北体系：

～三色」→ i止解決如生蕊壊l可題的生

暴 恣匹、生物寺坦簗群

ーー 一 瀑程体系：

欝資整合

⇒1跨咀斗大如麟程＋能力号向的

寺北教育＋生恣文明通沢教育

実践体系：

寺虹践科研突践、社会英践

相結合

師資体系：

没置学科交叉特区坦建科研交

叉困臥 、突施本科号師制

平台体系：

野外尖コ困絡、科創平台、虚似

教研室、国内外切同育人平台
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